　宇土市後援等承認事務要綱を次のように定める。
　　令和５年２月２４日
宇土市長　元　松　茂　樹　　　

宇土市要綱第２０号
　　　宇土市後援等承認事務要綱
　（趣旨）
第１条　この要綱は、各種団体等（以下「団体等」という。）が行う事業等について、当該団体等からの申請により、宇土市（以下「市」という。）が後援又は共催（以下「後援等」という。）をすることを決定する場合の基準及び手続等に関し必要な事項を定めるものとする。
　（主催者等の範囲）
第２条　後援等を申請することができる事業等の主催者及び責任者（以下「主催者等」という。）は、次の各号のいずれかに該当するものでなければならない。
　(1)　国又は地方公共団体
　(2)　公益法人及びこれに準ずる団体（宗教法人を除く。）
　(3)　民間の企業又は団体
　(4)　自治会その他の地域活動を行う団体
　(5)　前各号に掲げる団体のほか、市長が後援等をすることが適当と認める事業等を行う団体
　（定義）
第３条　この要綱において「後援等」とは、「宇土市」を事業等の後援者又は共催者として表示することの承認をいう。
　（申請）
第４条　市の後援等を受けようとする主催者等は、宇土市後援等承認申請書（別記様式）又は次に掲げる事項を記載した書面を市長に提出するものとする。
　(1)　事業等の名称
　(2)　趣旨及び内容
　(3)　主催者及び責任者
　(4)　開催日時及び場所
　(5)　前各号に掲げるもののほか、後援等の可否を決定するための参考事項
　（申請受付及び審査）
第５条　前条の規定による申請の受付及びその審査は、総務部秘書政策課秘書広報係において行うものとする。
　（承認の基準）
第６条　後援等の承認は、住民福祉の増進、地域社会の発展又は市政の推進に寄与すると認められるもので、団体等が実施するものに対し行うものとする。ただし、市長は、次の各号のいずれかに該当し、又は該当するおそれがあると認められる事業等に対しては、後援等の承認を行わないものとする。
　(1)　公序良俗に反するもの
　(2)　政治的中立性、宗教的中立性その他市の中立性を侵すもの
　(3)　参加者に実費を大きく上回る参加費を負担させるなど、過大な負担を求めるもの　
　(4)　前３号に掲げるもののほか、市長が後援等を承認することが不適当と認めるもの　
　（承認等決定の通知）
第７条　市長は、後援等の承認をすること、又は承認しないことを決定したときは、速やかにその旨を申請者に通知するものとする。この場合において、後援等を承認しないことと決定したものについては、理由を付して、申請者に通知するものとする。
　（承認の取消し）
第８条　市長は、後援等を承認した後、次の各号のいずれかに該当する事実が明らかになったときは、その承認を取り消すことができる。
　(1)　第６条の規定に違反するに至ったとき。
　(2)　申請書類等の内容と著しい相違が認められたとき。
　(3)　前２号に掲げるときのほか、特段不適当と認められる行為があったとき。
　（その他）
第９条　この要綱に定めるもののほか、後援等の承認に必要な事項は別に定める。
　　　附　則
１　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。
２　宇土市後援等承認事務要綱（令和３年要綱第４６号）は、廃止する。



別記様式（第４条関係）
年　　月　　日

宇土市後援等承認申請書

宇土市長　様
申請団体　所在地　　　　　　　　　　　　　　

団体名　　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　

宇土市後援等承認申請書

　下記の事業等の実施に当たり、後援等（「宇土市」を事業等の後援者又は共催者として表示すること。）の承認について申請します。

	事業等の名称
	

	後援・共催の別
	後援　・　共催

	事業等の趣旨及び内容
	

	主催者及び責任者
	

	開催日時及び場所
	

	担当者名及び連絡先（電話番号）
	

	その他
	




